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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。  

  

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第37期 

第２四半期連結 
累計期間 

第38期 
第２四半期連結 

累計期間 
第37期 

会計期間 
自平成24年４月１日 
至平成24年９月30日 

自平成25年４月１日 
至平成25年９月30日 

自平成24年４月１日 
至平成25年３月31日 

売上高（千円）  4,630,020  4,337,099  9,072,391

経常利益（千円）  252,343  282,627  624,934

四半期（当期）純利益（千円）  127,154  165,724  345,814

四半期包括利益又は包括利益 

（千円） 
 128,968  166,746  348,308

純資産額（千円）  4,821,642  5,085,837  4,980,063

総資産額（千円）  7,156,163  7,398,599  7,172,831

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円） 
 26.09  34.01  70.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  67.4  68.7  69.4

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △311,513  383,558  △121,406

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △56,042  6,100  △212,615

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △60,918  △60,973  △121,836

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円） 
 2,642,520  2,943,821  2,615,136

回次 
第37期 

第２四半期連結 
会計期間 

第38期 
第２四半期連結 

会計期間 

会計期間 
自平成24年７月１日 
至平成24年９月30日 

自平成25年７月１日 
至平成25年９月30日 

１株当たり四半期純利益金額 

（円） 
 17.41  23.48

２【事業の内容】
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 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

  

(1) 業績の状況 

 当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年９月30日）におけるわが国経済は、堅調な公共投

資や底堅い個人消費に加え、設備投資にも非製造業を中心に持ち直しの動きが見られるなど、緩やかな回復基

調となりました。 

 しかしながら、ソフトウエア投資におきましては、慎重な投資姿勢を継続している企業も多く、また、価格

競争の激化など依然として厳しい状況で推移しました。 

 この中にあって当社グループは、重点新規顧客との取引案件が拡大した一方、既存顧客の保険業界向け大型

案件が端境期となり減少しました。 

 その結果、連結売上高は4,337百万円（対前年同四半期増減率6.3％減）と減収となりました。また、利益面

につきましては、退職給付費用の軽減及び原価低減などにより、営業利益は277百万円（同6.7％増）、経常利

益は282百万円（同12.0％増）、四半期純利益は165百万円（同30.3％増）と増益となりました。 

 なお、サービス分野別の売上高については、システムの企画／設計・開発フェーズで提供するシステム・ソ

リューションサービスは、公共の中央官庁向け案件が拡大する一方、保険業界向け案件の収束などにより、

2,179百万円（同22.2％減）となりました。また、システムの稼働後に提供するシステム・メンテナンスサー

ビスは、保険業界向け案件が開発フェーズから保守フェーズへ移行したこと及びシステム基盤案件の継続受注

などにより、2,157百万円（同18.1％増）となりました。 

   

(2) キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、2,943百

万円と前年同四半期連結累計期間（2,642百万円）より301百万円増加しております。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、383百万円（前年同四半期連結累計期間△311百万円）となりまし

た。これは、税金等調整前四半期純利益282百万円及び売上債権の減少額159百万円などによる資金増加から、

たな卸資産の増加額△93百万円などによる資金減少があった結果であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、６百万円（前年同四半期連結累計期間△56百万円）となりました。

これは、保険積立金の解約による収入14百万円などによる資金増加から、保険積立金の積立による支出△３百

万円などによる資金減少があった結果であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、△60百万円（前年同四半期連結累計期間△60百万円）となりまし

た。これは、配当金の支払額△60百万円などによるものであります。 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(4) 研究開発活動 

 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、23百万円であります。なお、当

第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(5) 生産、受注及び販売の実績 

当社グループの事業は、バリュー・ソリューションサービス事業単一でありますが、サービス分野別の生

産、受注及び販売の状況を示すと、次のとおりであります。 

①生産実績 

 （注）上記の金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

②受注状況 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．受注高は「受注・売上管理規則」に基づき個別契約の締結、注文書もしくはこれらに準じる文書を受領した

ときをもって計上しております。 

③販売実績 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

サービス分野別 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

対前年同四半期増減率 

（％） 

システム・ソリューションサービス(千円) 2,288,871  △18.9

システム・メンテナンスサービス(千円) 2,160,021    17.7

合計(千円) 4,448,892  △4.5

サービス分野別 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日） 

受注高 
対前年同四半期 
増減率（％） 

受注残高 
対前年同四半期 
増減率（％） 

システム・ソリューションサービス(千円)  2,303,081  △21.5  974,394  △2.8

システム・メンテナンスサービス(千円)  2,221,943  19.9  671,351  26.9

合計(千円)  4,525,024  △5.4  1,645,745  7.5

サービス分野別 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日） 

対前年同四半期 
増減率（％） 

システム・ソリューションサービス(千円) 2,179,905  △22.2

システム・メンテナンスサービス(千円) 2,157,194  18.1

合計(千円) 4,337,099  △6.3

相手先 

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％） 

株式会社野村総合研究所  2,820,398  60.9  2,459,259  56.7
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また、業種別販売実績は次のとおりであります。 

   

(6) 主要な設備 

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等

の計画は、次のとおりであります。 

 拡充 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  ２．上記拡充につきましては、本社内における受注ソフトウエアの開発用スペースの増床を図るものでありま  

   す。 

業種別 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成25年４月１日 

  至 平成25年９月30日) 

対前年同四半期増減率 

（％） 

金融 

銀行(千円)  649,433  1.3

証券(千円)  402,949  △8.0

保険(千円)  2,197,150  △12.2

金融小計(千円)  3,249,533  △9.3

非金融 

公共(千円)  290,034  39.6

流通(千円)  151,630  △3.6

クレジット(千円)  377,410  △3.3

その他(千円)    268,491  △8.3

非金融小計(千円)  1,087,566  3.8

合計(千円)  4,337,099  △6.3

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

会社名  
事業所名 

（所在地）  
セグメント 

の名称 
設備の内容

投資予定金額

資金調達 
方法 

着手及び完了予定年月 
完成後の 
増加能力 

総額

(千円) 
既支払額

(千円) 
着手 完了 

 提出会社 
本社 

(横浜市中区) 

バリュー・ソ

リューション

サービス  

統括 
業務施設

13,767  － 自己資金 平成25年11月 平成25年12月    －
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  18,000,000

計  18,000,000

種類 
第２四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成25年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成25年11月13日） 

上場金融商品取引所名ま
たは登録認可金融商品取
引業協会名 

内容 

普通株式  6,206,496  6,206,496 東京証券取引所市場第二部 

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。 

計  6,206,496  6,206,496 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数
（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成25年７月１日～

平成25年９月30日 
 － 6,206,496 － 689,044  － 665,721
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（６）【大株主の状況】

  平成25年９月30日現在

氏名または名称  住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

株式会社ハイマックス 横浜市中区本町二丁目22番地  1,333  21.47

前田 眞也 横浜市金沢区  356  5.74

ハイマックス社員持株会 横浜市中区本町二丁目22番地  318  5.13

株式会社前田計画研究所 横浜市金沢区瀬戸８－１  312  5.03

山本 昌平 横浜市緑区  277  4.46

株式会社野村総合研究所 東京都千代田区丸の内１丁目6－5  237  3.82

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目7－1  219  3.53

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目6－6  176  2.83

富国生命保険相互会社 

 （常任代理人 資産管理サー

ビス信託銀行株式会社） 

東京都千代田区内幸町２丁目2－2 

（東京都中央区晴海１丁目８－12） 
 140  2.26

株式会社みずほ銀行 

 （常任代理人 資産管理サー

ビス信託銀行株式会社） 

東京都千代田区丸の内１丁目3－3  

（東京都中央区晴海１丁目８－12） 
 140  2.25

計 ―  3,511  56.58
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①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。 

  

（７）【議決権の状況】

  平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ― 

議決権制限株式（その他） ― ― ― 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     1,333,100 ― ― 

完全議決権株式（その他） 普通株式     4,872,000  48,720 ― 

単元未満株式 普通株式         1,396 ― ― 

発行済株式総数  6,206,496 ― ― 

総株主の議決権 ―  48,720 ― 

  平成25年９月30日現在

所有者の氏名または名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

株式会社ハイマックス 
横浜市中区本町 

二丁目22番地 
 1,333,100  －  1,333,100  21.47

計 ―  1,333,100  －  1,333,100  21.47

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,265,136 3,663,821

売掛金 1,247,646 1,087,838

仕掛品 22,839 116,655

その他 260,216 238,352

流動資産合計 4,795,838 5,106,668

固定資産   

有形固定資産 79,466 75,109

無形固定資産 37,207 34,032

投資その他の資産   

長期預金 1,170,000 1,100,000

その他 1,092,690 1,085,159

貸倒引当金 △2,371 △2,371

投資その他の資産合計 2,260,318 2,182,788

固定資産合計 2,376,993 2,291,930

資産合計 7,172,831 7,398,599

負債の部   

流動負債   

買掛金 251,990 292,405

未払法人税等 18,685 126,495

賞与引当金 445,526 456,941

役員賞与引当金 8,150 5,900

受注損失引当金 － 3,000

その他 380,039 309,913

流動負債合計 1,104,392 1,194,657

固定負債   

退職給付引当金 975,435 1,018,664

その他 112,940 99,440

固定負債合計 1,088,375 1,118,104

負債合計 2,192,768 2,312,761

純資産の部   

株主資本   

資本金 689,044 689,044

資本剰余金 665,722 665,722

利益剰余金 4,507,170 4,611,977

自己株式 △882,807 △882,862

株主資本合計 4,979,130 5,083,881

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 933 1,955

その他の包括利益累計額合計 933 1,955

純資産合計 4,980,063 5,085,837

負債純資産合計 7,172,831 7,398,599
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 4,630,020 4,337,099

売上原価 3,842,981 3,548,973

売上総利益 787,039 788,126

販売費及び一般管理費 ※1  526,667 ※1  510,342

営業利益 260,372 277,784

営業外収益   

受取利息 1,989 1,383

保険返戻金 4,412 －

保険配当金 418 1,137

その他 1,443 2,336

営業外収益合計 8,264 4,856

営業外費用   

投資有価証券評価損 6,452 －

保険解約損 9,804 －

固定資産除却損 0 12

その他 35 1

営業外費用合計 16,292 13

経常利益 252,343 282,627

特別損失   

事務所移転費用 31,142 －

特別損失合計 31,142 －

税金等調整前四半期純利益 221,200 282,627

法人税等 94,045 116,903

少数株主損益調整前四半期純利益 127,154 165,724

四半期純利益 127,154 165,724
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 127,154 165,724

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,814 1,021

その他の包括利益合計 1,814 1,021

四半期包括利益 128,968 166,746

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 128,968 166,746

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 221,200 282,627

減価償却費 10,764 12,850

賞与引当金の増減額（△は減少） 537 11,415

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,230 △2,250

退職給付引当金の増減額（△は減少） 44,955 43,228

長期未払金の増減額（△は減少） 43,300 △13,500

受取利息及び受取配当金 △2,279 △1,686

売上債権の増減額（△は増加） △56,806 159,807

前受金の増減額（△は減少） 15,537 11,012

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,824 △93,715

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,833 △11,697

仕入債務の増減額（△は減少） △25,334 40,415

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,460 △25,848

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 3,000

その他の流動負債の増減額（△は減少） △401,962 △53,700

移転費用 31,142 －

その他 12,813 516

小計 △161,814 362,476

利息及び配当金の受取額 2,268 1,979

法人税等の支払額 △138,107 △14,183

法人税等の還付額 － 33,285

移転費用の支払額 △13,860 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △311,513 383,558

投資活動によるキャッシュ・フロー   

敷金及び保証金の差入による支出 △49,264 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △34,707 △1,831

保険積立金の積立による支出 △41,844 △3,472

保険積立金の解約による収入 71,038 14,929

定期預金の預入による支出 － △350,000

定期預金の払戻による収入 － 350,000

その他 △1,264 △3,525

投資活動によるキャッシュ・フロー △56,042 6,100

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △55

配当金の支払額 △60,918 △60,918

財務活動によるキャッシュ・フロー △60,918 △60,973

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △428,474 328,685

現金及び現金同等物の期首残高 3,070,995 2,615,136

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,642,520 ※  2,943,821
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（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

  

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

  

  

  

    ※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。 

  

【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（四半期連結損益計算書関係）

   
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日） 

  千円 千円 

従業員給与手当  179,459  183,212

役員賞与引当金繰入額  4,650  5,900

賞与引当金繰入額  57,722  53,933

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

   
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日） 

現金及び預金勘定 千円 2,642,520 千円 3,663,821

預入期間が３か月を超える定期預金        －  △720,000

現金及び現金同等物   2,642,520  2,943,821
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Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

（1）配当金支払額 

  

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

（1）配当金支払額 

  

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年９月30日）及び当第２四半期連結累計期

間（自 平成25年４月１日  至 平成25年９月30日） 

当社グループは、バリュー・ソリューションサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。 

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月20日 

定時株主総会 
普通株式 60,918 12.5 平成24年３月31日 平成24年６月21日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年11月５日 

取締役会 
普通株式 60,918 12.5 平成24年９月30日 平成24年12月５日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月20日 

定時株主総会 
普通株式 60,918 12.5 平成25年３月31日 平成25年６月21日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年11月５日 

取締役会 
普通株式 60,917 12.5 平成25年９月30日 平成25年12月５日 利益剰余金 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】
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当第２四半期連結会計期間末（平成25年９月30日） 

著しい変動がないため記載を省略しております。 

当第２四半期連結会計期間末（平成25年９月30日） 

著しい変動がないため記載を省略しております。  

当第２四半期連結会計期間末（平成25年９月30日） 

該当事項はありません。  

当第２四半期連結会計期間（自 平成25年７月１日 至 平成25年９月30日） 

該当事項はありません。 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。  

  

（金融商品関係）

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（企業結合等関係）

（１株当たり情報）

  
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 26 9 円 銭 34 1

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  127,154  165,724

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  127,154  165,724

普通株式の期中平均株式数（株）  4,873,457  4,873,402

（重要な後発事象）
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 平成25年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・60,917千円 

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・12円50銭 

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成25年12月５日 

 （注） 平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

２【その他】
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 該当事項はありません。  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハイマ

ックスの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシ

ュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハイマックス及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以  上 

  

独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書 

  平成25年11月12日

株 式 会 社 ハ イ マ ッ ク ス   

  取 締 役 会 御 中     

新 日 本 有 限 責 任 監 査 法 人 

  
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 

公認会計士 薄 井   誠  印 

  
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 

公認会計士 脇 本 恵 一  印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

 報告書提出会社）が別途保管しております。  

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。  
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